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全 7 章で構成されている。第 3 章で，非デスマス形に混在する異なるタイプの分類



















シフトを説明する理論に「ポライトネス理論」（Brown & Levinson, 1987），「わき





































(1) 非デスマス形は，どのように IF・IP・独話的発話に分類可能か【第 3 章】 
(2) デスマス形主体の雑談において，母語話者にシフトされる非デスマス形はどのよ
うな機能を果たしているか【第 4 章】 
(3) デスマス形主体の雑談において，JSL 上級学習者にシフトされる非デスマス形は






スマス形主体の会話（以下，非デスマス形会話）（約 160 分）と，IF の使用が控えら






































































なかった。日本語母語話者には 11 名の協力を得た。会話データ計 15 本を採集した。





























学習者の IF に見られたパターンは， JSL 上級学習者にも依然として生じやすい問
題であることがわかった。原因として，簡潔な応答や名詞で終えられる発話が非デス
マス形として認識されていないこと，独話的発話として聞かれるための特徴をうまく
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